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１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 2,239 2.2 13 ― 41 247.5 18 －
2026年３月期中間期 2,190 △0.1 △8 ― 12 △25.4 0 △94.3

(注) 包括利益 2027年３月期中間期 19百万円( －％) 2026年３月期中間期 0百万円(△92.1％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 7.37 ―
2026年３月期中間期 0.17 ―

（注）当社は、2026年３月８日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を実施しております。2026年３月期の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり中間期純利益を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 2,920 1,759 60.2
2026年３月期 3,002 1,818 60.6

(参考) 自己資本 2027年３月期中間期 1,759百万円 2026年３月期 1,818百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
2027年３月期 ― 0.00
2027年３月期(予想) ― 11.00 11.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,000 3.5 110 7.4 140 0.8 90 7.0 35.01

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年３月期中間期 4,250,500株 2026年３月期 4,250,500株

② 期末自己株式数 2027年３月期中間期 1,818,381株 2026年３月期 1,680,160株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 2,511,051株 2026年３月期中間期 2,651,221株

（注）当社は、2026年３月８日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を実施しております。2026年３月期の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期中平均株式数」を算出しております。

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想については、添付資料２ページ「１.当中間決算に関する

定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や企業の設備投資、個人消費の持ち直しなど

により、緩やかな回復基調で推移しました。一方、不安定な国際情勢、物価上昇、為替変動等により、依然として

先行き不透明な状況が続いております。

印刷業界におきましては、原材料価格の高騰や人手不足の影響、急速に進む印刷物のデジタル化や広告の減少等

で、引き続き厳しい経営環境となりました。

このような状況の中、当社グループは、引き続き、カーボンオフセット(カーボンニュートラルプリント、カーボ

ンゼロプリント)関連及びサステナビリティ事業の販路の拡大に努め、環境配慮型印刷を通じて脱炭素化への取り組

みを推進しております。また、紙媒体とデジタルの両方を連携させ、より高いマーケティング効果を実現させるデ

ジタルマーケティング事業や、Web運用などの面倒なデジタル業務を丸ごとお任せいただける定額制Webサービスの

提供など、紙メディアからデジタルメディアまで、幅広い分野での事業展開を図っております。さらに、営業力・

提案力の強化を図り、新規顧客の開拓と既存顧客の深耕に注力するとともに、生産効率の向上、更なる内製化の推

進により、売上の拡大、収益性の改善に取り組んでまいりました。

この結果、当中間連結会計期間における売上高は22億39百万円(前年同期比2.2％増収)となりました。その内訳

は、製品制作売上高２億95百万円(前年同期比17.6％減収)、印刷売上高19億44百万円(前年同期比6.1％増収)、商品

売上高０百万円(前年同期比277.3％増収)となりました。

損益面につきましては、営業利益13百万円(前年同期は営業損失８百万円)、経常利益41百万円(前年同期は12百万

円)、親会社株主に帰属する中間純利益18百万円(前年同期は０百万円)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当中間連結会計期間末における総資産は29億20百万円となり、前連結会計年度末に比べて81百万円の減少となり

ました。流動資産は20億15百万円となり、前連結会計年度末に比べて86百万円の減少となりました。これは主に、

有価証券が１億円、電子記録債権が77百万円それぞれ減少した一方、原材料及び貯蔵品が55百万円、仕掛品が45百

万円増加したことによるものです。固定資産は９億５百万円となり、前連結会計年度末に比べて５百万円増加しま

した。これは主に、建物及び構築物(純額)の新規取得による増加35百万円、機械装置及び運搬具(純額)の新規取得

による増加14百万円、投資有価証券の増加24百万円と、減価償却費60百万円の計上によるものです。

当中間連結会計期間末における負債合計は11億61百万円となり、前連結会計年度末に比べて22百万円減少しまし

た。流動負債は５億82百万円となり、前連結会計年度末に比べて23百万円減少しました。これは主に、支払手形及

び買掛金が12百万円増加した一方で、未払法人税が36百万円減少したことによるものです。固定負債は５億79百万

円となり、０百万円の増加となりました。これは、金融機関からの新たな借入による長期借入金の増加60百万円、

金融機関への返済による長期借入金の減少39百万円と、退職給付に係る負債の減少７百万円によるものです。

当中間連結会計期間末における純資産合計は17億59百万円となり、前連結会計年度末に比べて59百万円の減少と

なりました。これは主に、剰余金の増加18百万円、自己株式の取得52百万円と剰余金の配当による減少25百万円に

よるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2026年５月19日に公表しました予想から変更はありません。



株式会社光陽社(7946) 2027年３月期第２四半期（中間期）決算短信

― 3 ―

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 937,781 883,027

受取手形及び売掛金 737,398 685,069

電子記録債権 142,373 64,437

有価証券 100,000 ―

商品 733 932

仕掛品 45,504 90,626

原材料及び貯蔵品 33,466 88,916

その他 106,119 203,308

貸倒引当金 △1,546 △1,296

流動資産合計 2,101,832 2,015,021

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 383,653 395,017

機械装置及び運搬具（純額） 166,739 152,826

土地 209,412 209,412

建設仮勘定 17,240 ―

その他（純額） 19,690 22,709

有形固定資産合計 796,736 779,966

無形固定資産

その他 20,136 22,994

無形固定資産合計 20,136 22,994

投資その他の資産

投資有価証券 21,075 45,559

繰延税金資産 39,095 40,275

その他 29,524 23,094

貸倒引当金 △6,224 △6,287

投資その他の資産合計 83,470 102,642

固定資産合計 900,343 905,603

資産合計 3,002,176 2,920,625
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 324,801 337,674

１年内返済予定の長期借入金 77,852 89,852

未払金 36,077 41,127

未払法人税等 37,262 934

契約負債 12,214 12,858

賞与引当金 50,581 57,610

その他 66,700 42,206

流動負債合計 605,489 582,264

固定負債

長期借入金 270,306 278,880

退職給付に係る負債 308,052 300,216

固定負債合計 578,358 579,096

負債合計 1,183,847 1,161,360

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 1,390,088 1,390,088

利益剰余金 773,049 765,853

自己株式 △445,623 △498,397

株主資本合計 1,817,513 1,757,544

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 815 1,719

その他の包括利益累計額合計 815 1,719

純資産合計 1,818,328 1,759,264

負債純資産合計 3,002,176 2,920,625
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

(中間連結損益計算書)

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

売上高 2,190,741 2,239,765

売上原価 1,719,514 1,732,107

売上総利益 471,226 507,658

販売費及び一般管理費 480,147 493,988

営業利益又は営業損失（△） △8,920 13,670

営業外収益

受取利息 1,358 1,850

作業くず売却益 16,772 21,423

その他 4,879 8,849

営業外収益合計 23,010 32,122

営業外費用

支払利息 1,527 1,593

支払補償費 551 2,386

その他 ― 76

営業外費用合計 2,078 4,056

経常利益 12,011 41,737

特別利益

投資有価証券売却益 199 ―

固定資産売却益 ― 5,399

特別利益合計 199 5,399

特別損失

事務所移転費用 ― 29,220

特別損失合計 ― 29,220

税金等調整前中間純利益 12,211 17,916

法人税、住民税及び事業税 7,452 934

法人税等調整額 4,305 △1,526

法人税等合計 11,758 △591

中間純利益 453 18,508

親会社株主に帰属する中間純利益 453 18,508
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(中間連結包括利益計算書)

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

中間純利益 453 18,508

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 164 904

その他の包括利益合計 164 904

中間包括利益 617 19,412

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 617 19,412

非支配株主に係る中間包括利益 ― ―
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 12,211 17,916

減価償却費 64,316 60,394

貸倒引当金の増減額（△は減少） 412 △186

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,488 7,029

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,955 △7,835

受取利息及び受取配当金 △1,372 △1,873

支払利息 1,527 1,593

有形固定資産売却損益（△は益） ― △5,399

売上債権の増減額（△は増加） 133,840 130,202

棚卸資産の増減額（△は増加） △20,396 △100,770

前払費用の増減額（△は増加） △13,184 ―

未払消費税等の増減額（△は減少） △24,641 △26,504

仕入債務の増減額（△は減少） △131,156 12,872

その他 △356 △11,203

小計 27,644 76,236

利息及び配当金の受取額 830 1,331

利息の支払額 △1,500 △1,569

法人税等の支払額 △39,504 △37,555

法人税等の還付額 2,343 45

営業活動によるキャッシュ・フロー △10,185 38,488

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △70,000 ―

定期預金の払戻による収入 70,000 3,000

投資有価証券の取得による支出 △803 △23,233

投資有価証券の売却及び償還による収入 200 100,000

有形固定資産の取得による支出 △23,641 △38,067

有形固定資産の売却による収入 ― 5,400

無形固定資産の取得による支出 △204 △4,849

差入保証金の回収による収入 240 25,330

その他 △1,493 △3,847

投資活動によるキャッシュ・フロー △25,701 63,733

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 ― 60,000

長期借入金の返済による支出 △43,926 △39,426

自己株式の取得による支出 △302 △52,773

配当金の支払額 △18,072 △25,703

自己株式の取得のための預け金の増減額(△は増
加)

― 3,926

財務活動によるキャッシュ・フロー △62,301 △53,976

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △98,188 48,245

現金及び現金同等物の期首残高 925,863 934,781

現金及び現金同等物の中間期末残高 827,675 983,027
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等の注記)

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

当社グループは印刷にかかる写真製版並びに関連製品を製造販売しており、これらの事業は単一事業であるため、

記載を省略しております。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

当社グループは印刷にかかる写真製版並びに関連製品を製造販売しており、これらの事業は単一事業であるため、

記載を省略しております。


